



　上級クラスは，2018 年度前期と後期にそれぞれ「読解 Ca」，「読解 Cb」，「文法Ｃ」，「作文Ｃ」，「聴
解Ｃ」，「会話Ｃ」，「漢字Ｃ」，「表現技術Ｃ」，「日本文化Ｃ」の 9 科目を開講した。前期は 30 人（日本





　以下，表 1に 2018 年度前期，表 2に 2018 年度後期の集計結果をまとめた。1人の学生が複数の授業
科目に答えているため，括弧内の人数はいずれも延べ人数を表す。評点は 5 段階評価で，値が大きい
ほど良い評点であることを示す。「とてもよかった」を 5点，「よかった」を 4点，「ふつう」を 3点，「あ
まりよくなかった」を 2点，「ぜんぜんよくなかった」を 1 点として，その平均点を出したものである。
　なお，自由記述の日本語の表記や助詞等の間違いは修正して掲載した。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































日本文化研修留学生や短期留学生の多くは 10 月に来日して 1 年間留学するが，来日時に中級クラスを
受講した学生が 4 月から上級クラスの授業を受ける場合，特に文法や作文の授業で困難を感じるよう
である。そこで，2019 年度は前期開講の文法の授業において，従来の日本語能力試験Ｎ 1 対策に加え
てＮ 2 対策の授業を試行的に開講することにした。今後も継続的に授業アンケートを実施して学生の
ニーズの把握に努めながら，より良いクラス運営のありかたを探っていきたい。
